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県
陸
運
事
務
所
長
岡
支
所
を
開
設

　
新
潟
県
陸
運
事
務
所
で
は
、
県
内

の
自
動
車
数
の
増
加
に
対
処
す
る
た

め
、
従
来
長
岡
に
所
在
し
て
い
た
車

輔
第
二
課
を
長
岡
支
所
に
改
め
、
主

に
上
越
、
中
越
地
区
の
自
動
車
に
つ

い
て
、
従
来
の
検
査
業
務
の
ほ
か
に

二
月
二
十
日
よ
り
登
録
業
務
も
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
県
自
動
車
税
事
務
所
も
同

時
に
長
岡
支
所
を
開
設
し
、
自
動
車

税
及
び
自
動
車
取
得
税
の
申
告
書
の

受
付
等
の
業
務
を
取
り
扱
い
ま
す
。

　
陸
運
事
務
所

長
岡
市
摂
田
屋
町
字
外
川
二
六
四
三

番
地
一
　
8
（
9
三
八
）
二
〒
二
三

　
自
勤
車
税
事
務
所

長
岡
市
摂
田
屋
町
字
外
川

　
　
　
　
畠
冨
（
〇
二
五
八
）
二
二
－
一
一
三
四

大
腿
四
頭
筋
等
拘
縮
症

検
診
の
申
し
込
み
を

　
つ
ぎ
の
と
お
り
大
腿
四
頭
筋
等
拘

縮
症
検
診
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は
、
早
め
に
市
役
所
保

健
課
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

検
診
日
　
三
月
十
八
日
（
土
）

受
付
時
間
　
正
午
か
ら
午
後
二
時

会
場
　
新
潟
市
西
保
健
所

検
診
医
師
　
新
潟
大
学
医
学
部
整
形

　
外
科
教
室
　
田
島
教
授
ほ
か

ゆ
ず
琴
憲
窮
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
糖

　
◆
2
豫
鱒
欝
ま
で
の
嚢
欝
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
癒
望
考
絃
、
齋
役
所
翻
ヱ
議
内
溝
澱
導
講
会
C

す希
望
儀
繕

帰
秀
籔
争
簿

　
四
簿
円

梱
枚
千
円

　
ゆ
ず
っ

ミ
ニ
サ
イ
ダ
ル
か
壕
飛
礁
中

仏
壇
（
癬
礁
・
金
）

小
倉
蒼
人
、
榊
糞
畿
な
償
懲
鶴

ミ
影
馨
舞
溺
）
學
　
古

ミ
シ
ン
（
足
ふ
み
式
｝
　
中
　
　
吉

卓
　
球
　
台
中
　
古

縛
ヅ
ド
バ
大
人
用
）
中
　
　
吉
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レガ磁
〒遠璽品

磐覆ゆ
彰全絃名ず

¢｝y欝嬰規サ
菱霧欝絡ま

希
望
鎌
絡

獲
華
醗

牽
灘
欝

講
秘
金
い
で

　
｝
万
円

　
榊
寿
円

芳
五
千
円

事
業
名

期
日

受
付
時
間

会
場
名

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
　
　
　
考

離
乳
食
実
習

並
ぴ
に

育
児
相
談

3
月
14
日㈹

午
後
－
時
半

～
2
時

＋
日
町
公
民
館

52
年
7
月
～

52
年
9
月

生
れ
の
も
の

十
日
町
・

川
治
・
六

箇
・
大
井

田
・
新
座

身
体
測
定
後
離
乳
食

実
習
を
し
ま
す
。

3
月
27
日㈲

午
前
9
時
半

～
m
時

水
沢
出
張
所

生
後
1
2
ヵ
月

ま
で
の
も
の

水
沢
全
域

午
後
－
時
半

　
～

　
2
　
時

吉
田
出
張
所

吉
田
全
域

3
月
28
日㈹

下
条
公
民
館

下
条
全
域

3
月
29
日困

中
条
公
民
館

中
条
全
域

育
児
学
級
並

び
に
4
ヵ
月

児
検
診

3
月
17
日囹

午
後
1
時

～
－
時
半
＋
日
町
公
民
館

52
年
11
月

生
れ
の
も
の

全
　
　
域

育
児
学
級

身
体
測
定

内
科
検
診

3
才
児
検
診

3
月
24
日働

午
後
1
時

～
2
時
半

勤
労
青
少
年

　
　
ホ
ー
ム

49
年
9
月

生
れ
の
も
の

全
　
　
域

3
才
6
ヵ
月
児
を
対
象
に

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

通
知
が
な
く
て
も
該
当
月

の
方
は
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　
ラ
物
富
活
度
労
さ

①
②
③
④

⑤生活にリズムを、心と体のバランニ

⑥適度な運動、休養と睡眠は十分に、

　過労をさける。

⑦寒さを防ぐくらしの工夫を

⑧酒・たばこはほどほどに

⑨風呂はぬるめに長湯は禁物。

⑩便通をととのえ排便時リキまない。

酒害を考える

　飲酒による様々な問題を考える講演

会が、つぎのとおり開催されます。

ぜひご参加ください。

■主　催

　　新潟県精神衛生協会魚沼支部

■期　日

　　3月16目（木）午前10時から

　
ル

　
　
一
　
ホ
　
館
　
会
場
民
　
市

会■

○
・
・

：
と
し
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
：

－
○

　
　
結醐

　
　
赫

3た5
　　口29号口

編集発行／十日町市役所（電話（代）7－3111）毎月25日（1部6円）

春
季
火
災
予
防
運
動
を
実
施
ノ

　
最
近
、
十
日
町
地
域
で
火
災
が
多

発
し
て
い
ま
す
が
、
十
日
町
地
域
消

防
本
部
・
署
で
は
、
四
月
一
日
か
ら

七
日
ま
で
春
季
火
災
予
防
運
動
を
実

施
し
ま
す
。

　
こ
の
時
期
は
、
特
に
空
気
が
乾
燥

し
、
強
風
が
吹
く
こ
と
が
多
く
な
り

最近の火災発生状況

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
、
火
の
元
を

確
認
し
合
い
、
悲
惨
な
焼
死
事
故
や

貴
重
な
財
産
の
損
失
を
未
然
に
防
止

し
た
い
も
の
で
す
。

　
な
お
、
期
間
中
、
事
業
所
・
危
険

物
施
設
の
ほ
か
一
般
住
宅
に
も
消
防

職
員
、
団
員
が
予
防
査
察
に
伺
い
ま

月　日 災害場所 災害程度 出　火　原　因

1月5日 中　里　村 半　焼 油鍋の過熱引火

1月10日 津　南　町 全　焼
石油ストーブから洗濯物
に着火

1月26日 山本町4丁目 部分焼 浴槽のからたき

2月17日 中条中町 半　焼 原因不明

2月18日 関　　　根 全　焼 いろり消火不完全

2月19日 高山第3 部分焼 石油風呂釜の掃除不良

2月20日 川　西　町 全　焼
石油ストーブから洗濯物
に着火

3月8日 川治下町 全　焼 ストーブ消火不完全

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
期
問
中
の
重
点
目
標
は
つ
ぎ
の
と

お
り
で
す
。

0
幼
児
・
老
人
の
焼
死
防
止
対
策
の

徹
底
　
昭
和
五
十
二
年
の
火
災
に
よ

る
死
者
の
発
生
傾
向
は
、
専
用
住
宅

に
よ
る
も
の
が
多
く
、
特
に
一
般
的

に
体
力
的
条
件
が
悪
く
身
体
不
自
由

な
高
齢
者
や
自
力
避
難
の
で
き
な
い

幼
児
が
多
か
っ
た
た
め
、
特
に
幼
児
・

老
人
の
焼
死
防
止
対
策
の
徹
底
を
図

る
。■
異
常
乾
燥
時
及
び
強
風
時
の
火
災

防
止
対
策
の
実
施
　
空
気
が
非
常
に

乾
燥
す
る
こ
と
と
、
風
の
強
い
日
が

多
い
こ
と
か
ら
、
火
遊
び
、
た
き
火
、

喫
煙
、
屋
内
の
裸
火
の
使
用
に
あ
た

っ
て
は
、
消
火
す
る
ま
で
目
を
離
さ

ず
火
災
防
止
の
徹
底
を
図
る
。

■
実
際
に
即
し
た
自
主
防
火
管
理
体

制
づ
く
り
　
最
近
の
死
者
を
伴
っ
た

主
な
火
災
の
例
と
し
て
、
病
院
火
災

と
共
同
住
宅
火
災
が
あ
げ
ら
れ
る
が
，

い
ず
れ
も
防
火
管
理
体
制
の
不
徹
底

に
よ
る
こ
と
か
ら
、
実
際
に
即
し
た

春の全国交通安全市民総ぐるみ運動
　　　　　　　　　　　　◇4月6日（木）～4月15日（士）
　運動の重点
　　　■歩行者及び自転車利用者、特に子供と老人の事故防止
　　　■夜間における交通事故防止
　　　■シートベルト着用の推進
　運動のスローガン
　　　⇔通学路　黄色い帽子に注意と徐行
　　　ゆあなたは見えても　車は見えない夜の道

自
主
防
火
管
理
体
制
の
促
進
を
図
る
．
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新
潟
県

知
事
選
挙

投
票
日
は
4
月
2
3
日

　
　
　
　
　
　
　
　
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
投
票
を

　
県
知
事
選
挙
は
、
三
月
二
十
九
日

告
示
、
四
月
二
十
三
日
が
投
票
日
で

す
。　
選
挙
は
わ
た
し
た
ち
の
意
思
を
政

治
に
反
映
さ
せ
、
ま
た
政
治
に
代
表

者
を
通
じ
て
参
加
す
る
手
段
。
義
理

人
情
や
買
収
、
供
応
に
よ
る
一
票
の

行
使
な
ど
し
な
い
よ
う
、
明
る
く
正

し
い
選
挙
で
自
分
の
一
票
を
十
分
に

考
え
抜
い
た
上
で
投
票
し
て
ほ
し
い

巣
　
－
。

斧、ξ縦ミ《て蝋ぐ総《糀獣黙

1きものの集い
r　、

●とき　4月9目（日）

　　　午後1時～4時25分
●ところ市民体育館

も
の
で
す
。

■
投
票
で
き
る
人

　
満
二
十
歳
以
上
の
日
本
国
民
は
選

挙
権
が
あ
り
ま
す
が
、
住
民
基
本
台

帳
に
記
録
さ
れ
、
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
な
い
と
投
票
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
昭
和
五
十
二
年
十
二
月

二
十
九
日
以
降
に
県
内
の
他
の
市
町

村
か
ら
転
入
し
て
き
た
人
は
、
前
の

住
所
地
の
市
町
村
で
投
票
す
る
．
一
と

・
、
熈
擬
慧
萎
図
縷

　　⇔内容《》

、
，　幽十日町きものショー

　　幽歌謡iショー（ゲスト／西川峰子・細川たかし）
い

d　　。§。日本舞踊　　。§。琴の演奏

　　幽清水とき先生着付講演

§
　　。§。お楽しみ抽せん会　　幽抹茶の接待

　主催・十日町市，十日町織物工業協同組合

斗《　・当日は，1人でも多くの方が，きもの姿で
》　ご参集ください。
望　渠招待券の問い合せは，織協（費7－9111）へ
》
望畷￥二℃ぐ誓ぐ給ぐ給ぐ、ぐぐ《翼ぐぐぐ給《警讐’

に
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
転
入
先

（
本
市
）
の
市
町
村
長
の
発
行
す
る
証

明
書
を
持
参
し
投
票
し
て
く
だ
さ
い
．

■
投
票
の
時
間

　
午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
で

す
が
繰
り
ー
げ
投
票
す
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
の
で
入
場
券
に
書
い
て
あ

る
時
間
内
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
不
在
者
投
票
な
ど

　
投
票
目
の
当
日
や
む
を
得
な
い
用

務
や
事
故
等
で
投
票
所
へ
行
け
な
い

人
は
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
．

（
印
鑑
を
持
参
）
不
在
者
投
票
は
四

月
二
十
二
日
ま
で
の
毎
日
午
前
八
時

三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
市
役
所

三
階
の
選
挙
事
務
室
で
受
け
つ
け
て

い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
郵
便
投
票
・

代
理
投
票
・
点
字
投
票
も
で
き
ま
す
。

選
挙
に
っ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

市
役
所
三
階
の
選
挙
事
務
室
ま
で

（
8
七
－
三
二
器
、
有
線
杢
五
丙
番
）

◎
賑
知
事
選
蟻
塞
議
饗
灘

　
と
き
欝
携
童
ハ
欝
類
盛
篭
欝

と
こ
ろ
ト
魏
難
欝
驚
嬢

青年海外派遣鱒の
　　　　．団澱候禰轡を募集

　嚢無に広く海外の実鷺を擁察研修をしていただき玉

霞糠的鵜懸を広めるとともに、函臓瀞峯こ寄辱童るた

め、総理継鱗で撫濾熱灘逡、禽年㈱、棘拶
ア輝¢綴の鰯餓候繍考を6ぎ鋭納麟糠攣．1

蘇集簿薦4窺5鯨で　　　　．　、’博
擁出書臓籍饗出釧鵬詳鞠繍襯酵務撰薦・、

募集ずる拳桑の雛織

　区発　派遷、難　機雛懲欝・糊隊犠
　　　　　イ　ン　ド’

輝の船ダ蓼紮櫃観鶏雛曝…
　　　　　　　、檬か　　　P　　　　　　　乏・5

雛鎌勤’劉セ犠訓讐羅鵜　総i

き
の
こ
栽
培

　
　
　
講
習
会
を
開
催

　
農
林
家
の
短
期
収
入
の
み
ち
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
、
各
種
き
の
こ

の
栽
培
講
習
会
が
次
の
と
お
り
開
催

さ
れ
ま
す
。
受
講
料
は
無
料
で
す
の

で
、
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加

下
さ
い
。

主
催
　
十
日
町
地
区
林
業
改
良
協
会

と
き
三
月
三
十
日
㈱
午
後
一
時

～
三
時
半

と
こ
ろ
　
市
民
会
館
四
階

講
師
　
小
千
谷
林
業
事
務
所
普
及
係

長
　
小
野
塚
達
太
郎

ア
『
蟹
、

　
　
入
山
の
心
が
け

　
今
年
も
山
菜
と
り
の
季
節
が
や
っ

て
き
ま
す
。

　
こ
の
季
節
に
は
、
多
数
の
人
達
が

山
に
出
か
け
ま
す
が
、
山
火
事
を
出

さ
な
い
よ
う
タ
バ
コ
の
吸
い
が
ら
の

投
げ
す
て
や
焚
き
火
の
不
始
末
の
な

い
よ
う
し
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
農
家
の
人
達
が
一
生
け
ん

命
で
栽
培
し
た
「
ゆ
り
・
わ
さ
び
」

な
ど
ま
で
持
ち
去
る
者
。
昼
食
の
空

箱
、
ジ
ュ
！
ス
の
空
缶
な
ど
を
山
に

捨
て
る
者
な
ど
が
例
年
見
ら
れ
ま
す
。

　
他
人
の
こ
と
を
考
え
、
良
識
あ
る

行
動
を
と
り
た
い
も
の
で
す
。

＼
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懸
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す
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．
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。
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薦
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　　　　　　　　　　　（魯2痴卿鶴）ま憾◎
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潟
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知
事
選
挙

投
票
日
は
4
月
2
3
日

　
　
　
　
　
　
　
　
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
投
票
を

　
県
知
事
選
挙
は
、
三
月
二
十
九
日

告
示
、
四
月
二
十
三
日
が
投
票
日
で

す
。　
選
挙
は
わ
た
し
た
ち
の
意
思
を
政

治
に
反
映
さ
せ
、
ま
た
政
治
に
代
表

者
を
通
じ
て
参
加
す
る
手
段
。
義
理

人
情
や
買
収
、
供
応
に
よ
る
一
票
の

行
使
な
ど
し
な
い
よ
う
、
明
る
く
正

し
い
選
挙
で
自
分
の
一
票
を
十
分
に

考
え
抜
い
た
上
で
投
票
し
て
ほ
し
い

巣
　
－
。

斧、ξ縦ミ《て蝋ぐ総《糀獣黙

1きものの集い
r　、

●とき　4月9目（日）

　　　午後1時～4時25分
●ところ市民体育館

も
の
で
す
。

■
投
票
で
き
る
人

　
満
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十
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上
の
日
本
国
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選

挙
権
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あ
り
ま
す
が
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住
民
基
本
台

帳
に
記
録
さ
れ
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選
挙
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名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
な
い
と
投
票
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
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昭
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五
十
二
年
十
二
月

二
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九
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降
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県
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市
町

村
か
ら
転
入
し
て
き
た
人
は
、
前
の

住
所
地
の
市
町
村
で
投
票
す
る
．
一
と

・
、
熈
擬
慧
萎
図
縷

　　⇔内容《》

、
，　幽十日町きものショー

　　幽歌謡iショー（ゲスト／西川峰子・細川たかし）
い

d　　。§。日本舞踊　　。§。琴の演奏

　　幽清水とき先生着付講演

§
　　。§。お楽しみ抽せん会　　幽抹茶の接待

　主催・十日町市，十日町織物工業協同組合

斗《　・当日は，1人でも多くの方が，きもの姿で
》　ご参集ください。
望　渠招待券の問い合せは，織協（費7－9111）へ
》
望畷￥二℃ぐ誓ぐ給ぐ給ぐ、ぐぐ《翼ぐぐぐ給《警讐’

に
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
転
入
先

（
本
市
）
の
市
町
村
長
の
発
行
す
る
証

明
書
を
持
参
し
投
票
し
て
く
だ
さ
い
．

■
投
票
の
時
間

　
午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
で

す
が
繰
り
ー
げ
投
票
す
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
の
で
入
場
券
に
書
い
て
あ

る
時
間
内
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
不
在
者
投
票
な
ど

　
投
票
目
の
当
日
や
む
を
得
な
い
用

務
や
事
故
等
で
投
票
所
へ
行
け
な
い

人
は
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
．

（
印
鑑
を
持
参
）
不
在
者
投
票
は
四

月
二
十
二
日
ま
で
の
毎
日
午
前
八
時

三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
市
役
所

三
階
の
選
挙
事
務
室
で
受
け
つ
け
て

い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
郵
便
投
票
・

代
理
投
票
・
点
字
投
票
も
で
き
ま
す
。

選
挙
に
っ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

市
役
所
三
階
の
選
挙
事
務
室
ま
で

（
8
七
－
三
二
器
、
有
線
杢
五
丙
番
）

◎
賑
知
事
選
蟻
塞
議
饗
灘

　
と
き
欝
携
童
ハ
欝
類
盛
篭
欝

と
こ
ろ
ト
魏
難
欝
驚
嬢

青年海外派遣鱒の
　　　　．団澱候禰轡を募集

　嚢無に広く海外の実鷺を擁察研修をしていただき玉

霞糠的鵜懸を広めるとともに、函臓瀞峯こ寄辱童るた

め、総理継鱗で撫濾熱灘逡、禽年㈱、棘拶
ア輝¢綴の鰯餓候繍考を6ぎ鋭納麟糠攣．1

蘇集簿薦4窺5鯨で　　　　．　、’博
擁出書臓籍饗出釧鵬詳鞠繍襯酵務撰薦・、

募集ずる拳桑の雛織

　区発　派遷、難　機雛懲欝・糊隊犠
　　　　　イ　ン　ド’

輝の船ダ蓼紮櫃観鶏雛曝…
　　　　　　　、檬か　　　P　　　　　　　乏・5

雛鎌勤’劉セ犠訓讐羅鵜　総i

き
の
こ
栽
培

　
　
　
講
習
会
を
開
催

　
農
林
家
の
短
期
収
入
の
み
ち
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
、
各
種
き
の
こ

の
栽
培
講
習
会
が
次
の
と
お
り
開
催

さ
れ
ま
す
。
受
講
料
は
無
料
で
す
の

で
、
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加

下
さ
い
。

主
催
　
十
日
町
地
区
林
業
改
良
協
会

と
き
三
月
三
十
日
㈱
午
後
一
時

～
三
時
半

と
こ
ろ
　
市
民
会
館
四
階

講
師
　
小
千
谷
林
業
事
務
所
普
及
係

長
　
小
野
塚
達
太
郎

ア
『
蟹
、

　
　
入
山
の
心
が
け

　
今
年
も
山
菜
と
り
の
季
節
が
や
っ

て
き
ま
す
。

　
こ
の
季
節
に
は
、
多
数
の
人
達
が

山
に
出
か
け
ま
す
が
、
山
火
事
を
出

さ
な
い
よ
う
タ
バ
コ
の
吸
い
が
ら
の

投
げ
す
て
や
焚
き
火
の
不
始
末
の
な

い
よ
う
し
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
農
家
の
人
達
が
一
生
け
ん

命
で
栽
培
し
た
「
ゆ
り
・
わ
さ
び
」

な
ど
ま
で
持
ち
去
る
者
。
昼
食
の
空

箱
、
ジ
ュ
！
ス
の
空
缶
な
ど
を
山
に

捨
て
る
者
な
ど
が
例
年
見
ら
れ
ま
す
。

　
他
人
の
こ
と
を
考
え
、
良
識
あ
る

行
動
を
と
り
た
い
も
の
で
す
。

＼

o醐醐醐槻蔵罐灘礁奮畿鐸轟懸贋㎜㎜㎜㎜繍繍灘纏繍欄欄㈱繍㈱㈱聯麟3脳帥鰺醐繭

、
卸
孝

鰐

翌

　公蔑鍵獲事館・中薙・綴漉》では4丹

から驚俸¢撫めの灘態獺嚢黍す簿あ嬢

驚もぜひお納饗下毒彰㌔余礁を活編する

ため緯．懲襟を繍擢掌ために、鱒薦をつ

くる把めに。

　砲し込みやお蘭継含わせ嫁、各公礫鎗

病だうぞ　　　。

灘
蕪
鰯
．
大
鱗
・
襟
擁
講
麟
墾

撫
羅
曜
鉱
藻
童
、

業
鍵
象
像
叢
牽
篶
無
簾
繍
義
式

該
当
養
で
蛍
。

雛
嚢
講
耕
ぱ
無
懸
で
す
。

巌
猿
望
轡
ぱ
鍛
錫
籔
鐵
諜
で
に

　
公
厩
鍵
繕
、
鍵
護
（
七
奮
玉

○
｝
ご
で
も
寧
難
込
み
嚢

　付縫て

い
裏
す
砂
違
籍
擁
ハ

　
ガ
毒
醐
教
も
髭
醐
し
て
く
だ

　
き
い
◎

業
時
驚
纏
鋒
園
．
夜
七
鑓
か
ら

　
允
燦
嚢
響
．
、

叢
会
櫛
は
布
公
罠
館
（
本
鎗
）

4月7β

るの拍

5邦2

2
、
3
4
、
5

しさ

十
臼
聴

鷺
葎
学
級

叢
二
牽
薫
議
議
饗
の
舞
饗
年
噸
ど

　
な
た
で
も
お
榊
で
く
だ
さ
驚

崇
准
の
惣
韮
繋
に
入
っ
て
く
だ
さ
い
◎

態
に
趨
覆
会
活
勤
懲
．
賊

鞭
人
数
の
少
な
い
識
蓼
臓
楼
廃
琵
ナ

　
る
こ
と
も
あ
サ
ま
寸
。

叢
教
纏
費
実
費
と
露
濤
会
費
（
辮
額

　
千
窮
〉
を
い
た
躍
き
驚
攣
勤

峯
申
し
込
み
は
公
驚
鰺
本
譲
（
癬
七

　
§
葦
○
禰
輔
）
へ
ど
う
ぞ
◎
　
　
・

繁
鋸
織
式
は
鷹
月
六
β
（
＊
）
覆
士

　
鯵
か
ら
懸
す
．

四
圃
冒
国
圃
團
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
う
ぞ
2

．
学
習
を
遜
し
て
霧
繕
を
驚
え
る
た
鱒

め
に
、
轍
既
懲
皿
づ
く
修
を
索
る
た
め
に
、
榊

こ
の
欝
盛
を
壌
慧
篇
雲
膨
痩
穆
撮
溝
欄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

紬
匿
め
方
だ
嫉
で
塗
く
篭
ぎ
な
だ
で
咄

も
緋
強
二
う
で
攣
鈴
で
．
毒
そ
警
禽
崩

り
て
お
静
で
く
だ
叢
糖
◎

崇
灘
蓬
講
ー
叢
　
　
　
　
、
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幅

　
大
雛
購
蕃
驚
生
（
池
之
坊
瀦
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ

　
火
畷
総
　
燦
七
鯵
～
　
　
　
　
　
◆

　
活
花
察
響
⑲
爆
か
に
瓶
磯
盤
法
㍗
塗
欄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

　
ど
も
行
い
糞
蜜
麟
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

蜘
食
生
簿
コ
嚢
ス
　
　
　
　
　
㎜

饗
縫
か
ず
子
先
生

，
激
曝
β
夜
穴
織
準
～

獅
糧
実
饗
を
叢
蕪
と
し
て
食
贔
、

繋
養
な
ど
を
学
び
ま
ず
．

糖
購
義
鶴
秋
の
文
化
祭
で
学
習
の

咄
絞
纂
を
発
鞭
し
叢
学
。

　
藤
む
込
み
や
お
薦
い
念
わ
せ
雄
、
’

伽
翔
濤
地
区
公
疑
繋
（
騰
二
ー
ニ
ニ
瓢

轍
叢
｝
へ
◎

　
鶉
携
嚢
纏
鐵
拷
拳
囎
織
（
3
窃

榊
セ
繊
熱
ら
、
鐵
語
地
区
公
鐵
嬉
で
癒

塾
裳
塗
。
お
継
響
く
総
書
糖
◎

土　丁冒㎜－秤▼▼用…
　　郷土の歴史や屍絹

　　自分をいかに表毒
劇
　　脚；融を麟曝作し、甫

映獅、評諭1麟

　　土と炎の芸衛をあなたも。グ
物
　　茶碗漆・ら璽、グイ呑、トックリ畿て

と　二次元の毯：界に限りない夢藻…

ガィラスト、嚢んがの基礎隷法を、

　　あなたのカメラは生きています
菖　　か。蝉味ちがう写爽をとっでみ
　　よう。

と
ガ

ト
ス
ン

ラ
イ
マ

数「X毒なにかむま
エツクス

噸撫にも
　　，騰膏年の村瓶があ聴掌

　費年の村は．やウだい二とがめびのぴど。いき

きいきとやれる楽し験仲闘づく礁の櫛で愛ガ

　村には．r体麿レク3f蓼曄瑳」『活花ま罫英鼓話」

の4つのかろばが翻、市内の各糠藪か傷瀬牒が

集ってきています曝

詳し偉嘘報とおかまち4月鰯をお待燐
さい。お問い合わせは亀中条地区公蔑館　f

　　　　　　　　　　　（魯2痴卿鶴）ま憾◎
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異
動
届
け
を
お
忘
れ
な
く
　
　
・

　
四
月
は
、
転
入
転
出
な
ど
の
多
い

月
で
す
。
異
動
の
届
出
は
、
市
役
所

市
民
課
窓
口
で
受
付
け
て
い
ま
す
．

正
し
い
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
◎
転
出
届

　
市
外
へ
移
ら
れ
る
方
は
、
転
出
届

を
出
し
て
、
転
出
証
明
書
を
受
け
て

か
ら
移
っ
て
下
さ
い
。

　
届
出
に
必
要
な
も
の
／
転
出
先
の

住
所
番
地
及
び
転
出
予
定
月
日
の
明

示
、
印
鑑
（
認
印
で
も
よ
い
）
、
手

数
料
（
一
通
百
円
〉
、
印
鑑
登
録
証

電報電話局から

（
印
鑑
登
録
し
て
い
る
方
）
、
保
険

証
（
国
民
健
康
保
険
加
入
者
）

　
そ
の
他
／
届
出
は
代
理
の
人
で
も

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
場
合
に

は
転
出
先
の
住
所
番
地
を
必
ず
確
認

し
て
き
て
下
さ
し
。

　
◎
転
居
届

　
市
内
で
住
所
を
変
更
し
た
場
合
、

転
居
し
た
目
か
ら
十
四
日
以
内
に
転

居
届
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．

　
届
出
に
必
要
な
も
の
／
新
し
い
住

所
番
地
の
明
示
、
印
鑑
（
認
印
で
も

よ
い
）
、
保
険
証
（
国
民
健
康
保
険

加
入
者
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
に
転
入
届
を
出
さ
な
け
れ
は
な
り

　
◎
転
入
届

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
せ
ん
。

　
市
外
か
ら
移
っ
て
こ
ら
れ
た
方
は
　
　
　
届
出
に
必
要
な
も
の
／
転
出
証
明

実
際
に
転
入
し
た
目
か
ら
十
四
目
以
　
　
書
、
印
鑑
（
認
印
で
も
よ
い
）

国
民
年
金
保
険
料

　
　
　
　
　
四
月
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
国
民
年
金
の
保
険
料
が
、
四
月
か

国民年金保険料は

　4月から
2
， 730円に
　なります

「「「匝

　
　
　
　
与

◎

旨
旨

笏電話教室のご利用を…

　就職シーズンを迎え、例年どおり新入社員の

ために上手な電話グ）かけ方、受け方、マナーな

どを内容とした「ダイヤル電話教室」を開催し

ています。

　これは、申し出σ）あ一・た事業所などを対象に

職員が出向いて指導するものです．詳しくは、

サービス管理係（奮2－3370）まで。

影移転工事の申し込みは早めに…

　毎年この時期は、転勤、就職、結婚、家屋の

新改築などで電話の移転4）申込みが急増します。

　こグ）ため、工事日の予約制度を実施し、計画

的に工事を進めており、急な申込みは希望日に

工事ができないことがあります。移転工事の申

込みは、、早めにお願いします。

　また、家屋の新改築4）際に、電話線の配管を

忘れていると、せっかくの美しい壁や床に穴を

あけたり、傷がついてしまうことがあります。

電話機を取付ける場所を考えた「電話線σ）配管

をお忘れなく」

　お問い合わせは、加入係（台2－2600）まで。

霧祝電は割安料金で…

　祝電には、きれいな鶴亀の用紙を使用した結

婚祝いや、花束の用紙を使用した入学及び卒業

あるいは誕生祝いなどがあります。この祝電も

3日前に申込めば150円割引きとなりますので

早めに申込んで下さい。

ら
一
ヵ
月
に
つ
き
二
千
七
百
三
十
円

（
付
加
保
険
料
は
一
ヵ
月
三
千
百
三

十
円
）
に
改
め
ら
れ
ま
す
。

　
国
民
年
金
は
、
給
付
費
用
の
三
分

の
一
を
国
庫
が
負
担
し
な
が
ら
、
老

齢
年
金
を
初
め
各
種
年
金
額
を
物
価

の
上
昇
に
く
ら
べ
て
目
減
り
し
な
い

よ
う
に
毎
年
引
き
上
げ
て
き
ま
し
た
．

　
昭
和
五
十
二
年
度
も
、
物
価
ス
ラ

イ
ド
に
よ
っ
て
給
付
費
を
九
内
都

引
き
上
げ
ま
し
た
の
で
、
こ
の
ふ
え

た
給
付
費
に
当
て
る
た
め
、
四
月
か

ら
保
険
料
も
改
め
る
わ
け
で
す
．

　
国
民
年
金
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
、

保
険
料
の
納
付
に
ご
協
力
下
さ
い
．

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
長
期
化
し
た
不
況
の
中
で
、
被
保

険
者
の
中
に
は
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、
や
む
を
得
ず
保
険

料
を
未
納
に
し
て
お
か
れ
る
方
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
。

　
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お

か
れ
る
と
将
来
老
齢
年
金
を
受
け
ら

れ
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
支
給
さ
れ
る
障
害
、
母
子
、

寡
婦
年
金
な
ど
も
支
払
わ
れ
な
い
こ

と
に
な
り
、
大
変
な
不
利
益
を
生
ず

る
こ
と
に
な
り
ま
す
．

　
特
別
の
事
情
等
イ
．
＼
保
険
料
を
納

め
る
の
が
困
難
な
場
合
は
、
申
請
免

除
の
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
未
納

の
ま
ま
に
し
て
お
か
な
い
で
、
市
民

課
国
民
年
金
係
窓
口
へ
ご
相
談
ド
さ

　
　
受
験
講
習
会
に

　
　
　
　
　
ご
注
意
を
　
　
〃
“

　
最
近
、
工
場
・
事
業
場
に
対
し
、

公
害
防
止
管
理
者
等
の
資
格
を
、
法

律
に
よ
り
必
ら
ず
有
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
よ
う
な
文
書
が
民
間
団
体
よ

り
郵
送
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
十
目
町
市
に
お
い
て
は
、
す
で
に

法
律
に
よ
り
公
害
防
止
管
理
者
等
を

配
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
工
場
、

事
業
場
は
す
べ
て
選
任
ず
み
で
す
．

　
民
間
団
体
よ
り
受
験
講
習
会
に
つ

い
て
の
勧
誘
文
書
が
き
ま
し
た
ら
、

十
日
町
保
健
所
か
市
環
境
課
ま
で
連

絡
す
る
な
ど
不
当
な
勧
誘
に
ご
注
意

下
さ
い
。
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犬
の
登
録
と
狂
犬
病

　
　
　
　
　
　
予
防
注
射
を
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
昭
和
五
十
三
年
度
の
犬
の
登
録
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
裏
面
目
程

53年度犬の登録・注射申込書

尋
¢．

ノ瀬

表
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　
生
後
九
十
一
日
以
上
の
犬
は
必
ず

年
一
回
の
登
録
、
年
二
回
（
春
・
秋
）

‘
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
犬
を
飼
っ
て
お
ら

れ
る
方
は
、
都
合
の
よ
い
場
所
で
忘

れ
な
い
よ
う
に
受
け
て
下
さ
い
。

飼主の部落（町）名

飼主名（世帯主）

電　話　番　号

犬　の　種　類

〃　　年　令 才　　　　　　ヵ月

〃　　毛　色

〃　　性　別 お　　す　　・　　め　　す

〃　　名　前

〃　　体　格 大　　・　中　　・　小

会場に持参するもび）

1．この申込書

2．料金　1，300円
3．印　　鑑

キ
」
　
　
り

と

り

線

　
な
お
、
登
録
・
注
射
に
要
す
る
手

数
料
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
指
定
場
所
で
受
け
る
場
合

犬
登
録
手
数
料
　
　
　
　
　
三
百
円

狂
犬
病
予
防
注
射
手
数
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
百
五
十
円

済
票
交
付
手
数
料
　
　
　
百
五
十
円

　
　
　
　
　
合
計
　
千
三
百
円

米
獣
医
師
の
訪
問
に
よ
り
受
け
る
場

合
　
　
　
合
計
　
二
千
五
百
円

　
登
録
と
注
射
が
終
り
ま
す
と
、
そ

の
場
で
鑑
札
、
注
射
済
票
、
飼
犬
の

標
識
が
渡
さ
れ
ま
す
。
鑑
札
と
注
射

済
票
は
必
ず
首
輪
に
つ
け
て
下
さ
い
．

ま
た
、
標
識
は
玄
関
前
の
見
や
す
い

所
に
貼
っ
て
下
さ
い
。

　
会
場
に
お
い
で
に
な
る
時
は
、
左

上
の
申
込
用
紙
を
切
り
取
っ
’
＼
料

金
、
印
鑑
と
併
せ
て
ご
持
参
下
さ
い
。

停
電
の
お
知
ら
せ

▼
四
月
三
日
㈲
　
午
前
八
時
半
～
正

午
ま
イ
．
＼
山
本
一
丁
目
の
一
部
、
川

治
下
町
第
↓
・
第
二
、
第
三
の
一
部

▼
四
月
六
日
困
　
午
前
九
時
～
午
後

一
時
ま
で
、
魚
之
田
川
、
慶
地
　
▼

四
月
十
日
㈲
　
午
前
九
時
～
正
午
ま

で
、
学
校
町
一
丁
目
の
一
部
、
二
丁

目
　
▼
四
月
十
日
㈲
　
午
後
一
時
～

㎜
4
鍔
の
休
田
救
急
医
　
…

…
2
日
　
十
日
町
病
院
（
高
田
町
3
南
V
…

…
　
　
　
　
盈
7
の
5
5
6
6
番
…

…
9
目
　
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
東
）
　
一

…
　
　
誉
の
3
2
7
6
番
…

…
1
6
日
　
池
田
医
院
（
本
町
西
一
）
…

…
　
　
　
　
盈
2
の
2
5
8
1
番
…

…
2
3
日
中
条
病
院
（
北
原
）
　
…

…
　
　
　
　
盈
7
の
3
0
1
8
番
…

…
2
9
日
　
富
田
医
院
（
神
明
町
）
　
㎜

＝
天
皇
誕
生
旦
　
公
2
の
3
2
6
9
番
…

…
3
0
日
庭
野
医
院
（
神
明
町
V
　
…

｝
　
　
　
　
盈
2
の
2
7
1
1
番
…

四
時
ま
で
、
昭
和
町
四
丁
目
の
一
部

宇
都
宮
、
稲
荷
町
一
・
二
二
一
丁
三

の
北
各
一
部
、
三
の
南
、
丸
山
町
の

一
部
　
▼
四
月
十
二
日
困
　
午
前
九

時
～
正
午
ま
で
　
北
鐙
坂
（
上
ノ
山
）

▼
四
月
十
三
日
困
　
午
前
九
時
～
午

後
一
時
ま
で
　
上
新
田
第
二
・
第
三
、

板
橋
　
▼
四
月
十
四
目
囲
　
午
前
九

時
～
午
後
一
時
ま
で
、
山
本
の
一
部
、

関
根
、
浅
之
平
、
笹
之
沢
、
池
之
平
、

落
之
水
、
學
石
、
長
里
、
控
木

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

▼
国
道
二
五
二
号
線
〔
栄
橋
〕

　
　
車
輔
通
行
止
　
四
月
五
日
ま
で

▼
主
要
地
方
道
小
千
谷
・
十
日
町
・

　
津
南
線
〔
千
手
ト
ン
ネ
ル
〕

献血車日程
と　き　4月10目⑲／午前10時～午後3時

ところ　十日町砂利合資会社（浅川原）

と　き　4月11目⑳／午前10時～午後3時

ところ根茂織物㈱

明日といわず今献血しましょう

　
　
全
面
交
通
止
　
四
月
一
目
～
六

　
　
月
三
十
日
ま
で
。

五
十
三
年
度
国
土
調
査

　
　
　
事
業
説
明
会
を
開
催

　
昭
和
五
十
三
年
度
か
ら
吉
田
地
区

の
国
土
調
査
事
業
を
開
始
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
つ
ぎ
の
目
程
で
部

落
説
明
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
関
係

者
は
ご
参
集
下
さ
い
．

四
月
十
七
日
㈲
　
稲
葉
公
民
館

四
月
十
八
日
㈹
　
小
泉
生
活
改
善
セ

　
　
　
　
　
　
　
ン
タ
ー

四
月
十
九
日
困
　
山
谷
公
民
館

四
月
二
十
日
困
　
樽
沢
集
会
所

　
い
ず
れ
も
時
間
は
午
後
七
時
か
ら

　
で
す
。
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異
動
届
け
を
お
忘
れ
な
く
　
　
・

　
四
月
は
、
転
入
転
出
な
ど
の
多
い

月
で
す
。
異
動
の
届
出
は
、
市
役
所

市
民
課
窓
口
で
受
付
け
て
い
ま
す
．

正
し
い
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
◎
転
出
届

　
市
外
へ
移
ら
れ
る
方
は
、
転
出
届

を
出
し
て
、
転
出
証
明
書
を
受
け
て

か
ら
移
っ
て
下
さ
い
。

　
届
出
に
必
要
な
も
の
／
転
出
先
の

住
所
番
地
及
び
転
出
予
定
月
日
の
明

示
、
印
鑑
（
認
印
で
も
よ
い
）
、
手

数
料
（
一
通
百
円
〉
、
印
鑑
登
録
証

電報電話局から

（
印
鑑
登
録
し
て
い
る
方
）
、
保
険

証
（
国
民
健
康
保
険
加
入
者
）

　
そ
の
他
／
届
出
は
代
理
の
人
で
も

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
場
合
に

は
転
出
先
の
住
所
番
地
を
必
ず
確
認

し
て
き
て
下
さ
し
。

　
◎
転
居
届

　
市
内
で
住
所
を
変
更
し
た
場
合
、

転
居
し
た
目
か
ら
十
四
日
以
内
に
転

居
届
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．

　
届
出
に
必
要
な
も
の
／
新
し
い
住

所
番
地
の
明
示
、
印
鑑
（
認
印
で
も

よ
い
）
、
保
険
証
（
国
民
健
康
保
険

加
入
者
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
に
転
入
届
を
出
さ
な
け
れ
は
な
り

　
◎
転
入
届

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
せ
ん
。

　
市
外
か
ら
移
っ
て
こ
ら
れ
た
方
は
　
　
　
届
出
に
必
要
な
も
の
／
転
出
証
明

実
際
に
転
入
し
た
目
か
ら
十
四
目
以
　
　
書
、
印
鑑
（
認
印
で
も
よ
い
）

国
民
年
金
保
険
料

　
　
　
　
　
四
月
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
国
民
年
金
の
保
険
料
が
、
四
月
か

国民年金保険料は

　4月から
2
， 730円に
　なります

「「「匝

　
　
　
　
与

◎

旨
旨

笏電話教室のご利用を…

　就職シーズンを迎え、例年どおり新入社員の

ために上手な電話グ）かけ方、受け方、マナーな

どを内容とした「ダイヤル電話教室」を開催し

ています。

　これは、申し出σ）あ一・た事業所などを対象に

職員が出向いて指導するものです．詳しくは、

サービス管理係（奮2－3370）まで。

影移転工事の申し込みは早めに…

　毎年この時期は、転勤、就職、結婚、家屋の

新改築などで電話の移転4）申込みが急増します。

　こグ）ため、工事日の予約制度を実施し、計画

的に工事を進めており、急な申込みは希望日に

工事ができないことがあります。移転工事の申

込みは、、早めにお願いします。

　また、家屋の新改築4）際に、電話線の配管を

忘れていると、せっかくの美しい壁や床に穴を

あけたり、傷がついてしまうことがあります。

電話機を取付ける場所を考えた「電話線σ）配管

をお忘れなく」

　お問い合わせは、加入係（台2－2600）まで。

霧祝電は割安料金で…

　祝電には、きれいな鶴亀の用紙を使用した結

婚祝いや、花束の用紙を使用した入学及び卒業

あるいは誕生祝いなどがあります。この祝電も

3日前に申込めば150円割引きとなりますので

早めに申込んで下さい。

ら
一
ヵ
月
に
つ
き
二
千
七
百
三
十
円

（
付
加
保
険
料
は
一
ヵ
月
三
千
百
三

十
円
）
に
改
め
ら
れ
ま
す
。

　
国
民
年
金
は
、
給
付
費
用
の
三
分

の
一
を
国
庫
が
負
担
し
な
が
ら
、
老

齢
年
金
を
初
め
各
種
年
金
額
を
物
価

の
上
昇
に
く
ら
べ
て
目
減
り
し
な
い

よ
う
に
毎
年
引
き
上
げ
て
き
ま
し
た
．

　
昭
和
五
十
二
年
度
も
、
物
価
ス
ラ

イ
ド
に
よ
っ
て
給
付
費
を
九
内
都

引
き
上
げ
ま
し
た
の
で
、
こ
の
ふ
え

た
給
付
費
に
当
て
る
た
め
、
四
月
か

ら
保
険
料
も
改
め
る
わ
け
で
す
．

　
国
民
年
金
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
、

保
険
料
の
納
付
に
ご
協
力
下
さ
い
．

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
長
期
化
し
た
不
況
の
中
で
、
被
保

険
者
の
中
に
は
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、
や
む
を
得
ず
保
険

料
を
未
納
に
し
て
お
か
れ
る
方
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
。

　
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お

か
れ
る
と
将
来
老
齢
年
金
を
受
け
ら

れ
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
支
給
さ
れ
る
障
害
、
母
子
、

寡
婦
年
金
な
ど
も
支
払
わ
れ
な
い
こ

と
に
な
り
、
大
変
な
不
利
益
を
生
ず

る
こ
と
に
な
り
ま
す
．

　
特
別
の
事
情
等
イ
．
＼
保
険
料
を
納

め
る
の
が
困
難
な
場
合
は
、
申
請
免

除
の
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
未
納

の
ま
ま
に
し
て
お
か
な
い
で
、
市
民

課
国
民
年
金
係
窓
口
へ
ご
相
談
ド
さ

　
　
受
験
講
習
会
に

　
　
　
　
　
ご
注
意
を
　
　
〃
“

　
最
近
、
工
場
・
事
業
場
に
対
し
、

公
害
防
止
管
理
者
等
の
資
格
を
、
法

律
に
よ
り
必
ら
ず
有
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
よ
う
な
文
書
が
民
間
団
体
よ

り
郵
送
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
十
目
町
市
に
お
い
て
は
、
す
で
に

法
律
に
よ
り
公
害
防
止
管
理
者
等
を

配
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
工
場
、

事
業
場
は
す
べ
て
選
任
ず
み
で
す
．

　
民
間
団
体
よ
り
受
験
講
習
会
に
つ

い
て
の
勧
誘
文
書
が
き
ま
し
た
ら
、

十
日
町
保
健
所
か
市
環
境
課
ま
で
連

絡
す
る
な
ど
不
当
な
勧
誘
に
ご
注
意

下
さ
い
。
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犬
の
登
録
と
狂
犬
病

　
　
　
　
　
　
予
防
注
射
を
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
昭
和
五
十
三
年
度
の
犬
の
登
録
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
裏
面
目
程

53年度犬の登録・注射申込書

尋
¢．

ノ瀬

表
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　
生
後
九
十
一
日
以
上
の
犬
は
必
ず

年
一
回
の
登
録
、
年
二
回
（
春
・
秋
）

‘
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
犬
を
飼
っ
て
お
ら

れ
る
方
は
、
都
合
の
よ
い
場
所
で
忘

れ
な
い
よ
う
に
受
け
て
下
さ
い
。

飼主の部落（町）名

飼主名（世帯主）

電　話　番　号

犬　の　種　類

〃　　年　令 才　　　　　　ヵ月

〃　　毛　色

〃　　性　別 お　　す　　・　　め　　す

〃　　名　前

〃　　体　格 大　　・　中　　・　小

会場に持参するもび）

1．この申込書

2．料金　1，300円
3．印　　鑑

キ
」
　
　
り

と

り

線

　
な
お
、
登
録
・
注
射
に
要
す
る
手

数
料
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
指
定
場
所
で
受
け
る
場
合

犬
登
録
手
数
料
　
　
　
　
　
三
百
円

狂
犬
病
予
防
注
射
手
数
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
百
五
十
円

済
票
交
付
手
数
料
　
　
　
百
五
十
円

　
　
　
　
　
合
計
　
千
三
百
円

米
獣
医
師
の
訪
問
に
よ
り
受
け
る
場

合
　
　
　
合
計
　
二
千
五
百
円

　
登
録
と
注
射
が
終
り
ま
す
と
、
そ

の
場
で
鑑
札
、
注
射
済
票
、
飼
犬
の

標
識
が
渡
さ
れ
ま
す
。
鑑
札
と
注
射

済
票
は
必
ず
首
輪
に
つ
け
て
下
さ
い
．

ま
た
、
標
識
は
玄
関
前
の
見
や
す
い

所
に
貼
っ
て
下
さ
い
。

　
会
場
に
お
い
で
に
な
る
時
は
、
左

上
の
申
込
用
紙
を
切
り
取
っ
’
＼
料

金
、
印
鑑
と
併
せ
て
ご
持
参
下
さ
い
。

停
電
の
お
知
ら
せ

▼
四
月
三
日
㈲
　
午
前
八
時
半
～
正

午
ま
イ
．
＼
山
本
一
丁
目
の
一
部
、
川

治
下
町
第
↓
・
第
二
、
第
三
の
一
部

▼
四
月
六
日
困
　
午
前
九
時
～
午
後

一
時
ま
で
、
魚
之
田
川
、
慶
地
　
▼

四
月
十
日
㈲
　
午
前
九
時
～
正
午
ま

で
、
学
校
町
一
丁
目
の
一
部
、
二
丁

目
　
▼
四
月
十
日
㈲
　
午
後
一
時
～

㎜
4
鍔
の
休
田
救
急
医
　
…

…
2
日
　
十
日
町
病
院
（
高
田
町
3
南
V
…

…
　
　
　
　
盈
7
の
5
5
6
6
番
…

…
9
目
　
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
東
）
　
一

…
　
　
誉
の
3
2
7
6
番
…

…
1
6
日
　
池
田
医
院
（
本
町
西
一
）
…

…
　
　
　
　
盈
2
の
2
5
8
1
番
…

…
2
3
日
中
条
病
院
（
北
原
）
　
…

…
　
　
　
　
盈
7
の
3
0
1
8
番
…

…
2
9
日
　
富
田
医
院
（
神
明
町
）
　
㎜

＝
天
皇
誕
生
旦
　
公
2
の
3
2
6
9
番
…

…
3
0
日
庭
野
医
院
（
神
明
町
V
　
…

｝
　
　
　
　
盈
2
の
2
7
1
1
番
…

四
時
ま
で
、
昭
和
町
四
丁
目
の
一
部

宇
都
宮
、
稲
荷
町
一
・
二
二
一
丁
三

の
北
各
一
部
、
三
の
南
、
丸
山
町
の

一
部
　
▼
四
月
十
二
日
困
　
午
前
九

時
～
正
午
ま
で
　
北
鐙
坂
（
上
ノ
山
）

▼
四
月
十
三
日
困
　
午
前
九
時
～
午

後
一
時
ま
で
　
上
新
田
第
二
・
第
三
、

板
橋
　
▼
四
月
十
四
目
囲
　
午
前
九

時
～
午
後
一
時
ま
で
、
山
本
の
一
部
、

関
根
、
浅
之
平
、
笹
之
沢
、
池
之
平
、

落
之
水
、
學
石
、
長
里
、
控
木

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

▼
国
道
二
五
二
号
線
〔
栄
橋
〕

　
　
車
輔
通
行
止
　
四
月
五
日
ま
で

▼
主
要
地
方
道
小
千
谷
・
十
日
町
・

　
津
南
線
〔
千
手
ト
ン
ネ
ル
〕

献血車日程
と　き　4月10目⑲／午前10時～午後3時

ところ　十日町砂利合資会社（浅川原）

と　き　4月11目⑳／午前10時～午後3時

ところ根茂織物㈱

明日といわず今献血しましょう

　
　
全
面
交
通
止
　
四
月
一
目
～
六

　
　
月
三
十
日
ま
で
。

五
十
三
年
度
国
土
調
査

　
　
　
事
業
説
明
会
を
開
催

　
昭
和
五
十
三
年
度
か
ら
吉
田
地
区

の
国
土
調
査
事
業
を
開
始
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
つ
ぎ
の
目
程
で
部

落
説
明
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
関
係

者
は
ご
参
集
下
さ
い
．

四
月
十
七
日
㈲
　
稲
葉
公
民
館

四
月
十
八
日
㈹
　
小
泉
生
活
改
善
セ

　
　
　
　
　
　
　
ン
タ
ー

四
月
十
九
日
困
　
山
谷
公
民
館

四
月
二
十
日
困
　
樽
沢
集
会
所

　
い
ず
れ
も
時
間
は
午
後
七
時
か
ら

　
で
す
。
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キ
、

り
　
と
　
　
り
　
線

…
表
…
程舶…湖一●…録…登㎜の…犬ゆ

ず
響
泰
離
　
　
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

　
　
森
奪
臓
囎
繋
蟹
懸
の
受
懸
脅

　
　
　
　
、
黛
欝
　
　
　
霧
馨
簿
霧
璽
欝
饗
霧
餐
）

月　日 地　　区 時　　　間 場　　　所

4月4日
（火）

十目町・川治
9二〇〇～11：30

保　健　所
13：10～15二〇〇

中　　　条
9：00～10：30 中条公民館
10二50～11：20 克雪センタ…

下　　　条
13：30～14：40 ド条公民館

15：00～15：30 東下組小学佼

4月5目
（水）

十目町・川治

新座・大井田

9二〇〇～11二30

市民体育館
13二20～15二〇〇

水　　　沢

9二〇〇～9二40 馬場飼育所
10二〇〇～11：30 水沢出張所
13：30～14：00 野中小学校

十目町山地 14：40～15二〇〇 赤倉分校

4月6日
（木）

吉　　　田

9：00～9：40 吉田出張所
10：00～10：10 名肩1！小学校

10：30～11：00 真田小学校
八　　　箇 13：30～14：00 八箇小学校
六　　　箇 14：30～15二〇〇 六箇出張所

春
季
小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク

チ
ン
投
与
を
実
施

　
昭
和
五
十
三
年
度
春
季
急
性
灰
白

髄
炎
（
小
児
マ
ヒ
）
生
ワ
ク
チ
ン
投

与
を
次
の
目
程
で
実
施
し
ま
す
．

該
当
者
　
　
（
一
回
目
）
昭
和
五
十
二

年
八
月
一
日
よ
り
五
十
三
年
一
月
三

十
一
日
ま
で
に
生
れ
た
者
。
　
（
二
回

目
）
昭
和
五
十
二
年
二
月
一
日
よ
り

七
月
三
十
一
日
ま
で
に
生
れ
た
者
。

そ
の
他
の
幼
児
で
未
実
施
者
。

投
与
日
程
　
四
月
十
一
日
㈹
…
…
川

治
地
区
、
六
箇
地
区
、
下
条
地
区

四
月
十
二
日
困
…
…
中
条
地
区
、
水

沢
地
区
、
吉
田
地
区
四
月
十
三
日
困

－
－
新
座
大
井
田
地
区
、
十
目
町
地

区
　
い
ず
れ
も
受
付
時
間
は
午
後
一

時
四
十
分
～
二
時
半
ま
叫
＼
会
場
は

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
す
。

投
与
で
き
な
い
者
　
高
熱
者
、
病
後

衰
弱
の
著
し
い
者
、
下
痢
を
し
て
い

る
者
、
一
ヵ
月
以
内
に
麻
疹
、
B
C

G
等
の
予
防
接
種
を
受
け
た
者

注
意
す
る
こ
と
　
で
き
る
だ
け
保
護

者
が
連
れ
て
く
る
よ
う
に
。
お
子
さ

ん
の
健
康
に
気
を
つ
け
、
特
に
下
痢

に
は
注
意
。
体
温
測
定
、
母
子
手
帳
、

印
か
ん
を
忘
れ
ず
に
。

事
業
名

期
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
　
　
考

育
児
学
級

並
び
に

4
ヵ
月
児

検
　
　
診

4
月
12
日困

午
後
－
時

～
－
時
半

＋
日
町
公
民
館

52
年
12
月

生
れ
の
者

全
　
　
域

育
児
学
級

身
体
測
定

内
科
検
診

育
児
相
談

4
月
13
日困

午
後
－
時
半

～
4
　
時

＋
日
町
公
民
館

52
年
1
0
月

～
12
月
生

れ
の
者

＋
日
町
・

川
治
・
六

箇
・
大
井

田
・
新
座

地
区

身
体
測
定

保
育
に
つ
い
て
の
相

談

－
歳
6
カ

月
児
検
診

4
月
14
日働

午
後
－
時

～
2
時
半

＋
日
町
公
民
館

51
年
1
0
月

生
れ
の
者

全
　
　
域

身
体
測
定

歯
科
検
診

内
科
検
診

個
人
通
知
が
な
く
て

も
該
当
月
の
方
は
お

い
で
く
だ
さ
い
。

3
歳
児

検
　
　
診

4
月
19
日㈱

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

49
年
1
0
月

生
れ
の
者

高血圧の方は

塩分をとり過ぎないように

　塩分が体内にたくさん入ると血管の壁の緊

張を高めさせ、血圧をあげます。また、水分

を多くとると血液の水分量も多くなり血圧を

あげます。

　塩分は、1日普通成人の場合15g位とれば

よいです。

　例）　塩ざけ1切（609）　　　59

　　　ラーメン1人分　　　　　59

　　　たくあん2切　　　　29

　　　ちくわ1本　　　　　　3g
■昨年、市内の高血圧者のみそ汁塩分調査を

　したら、平均1杯の中に2gの塩が入って

　いました。

　　愚自分の家ではどの位塩分を

　　　　とっているか考えてみましょう魯
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：
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
：

中
核
林
業
振
興
事
業
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
業
地
づ
く
り
を
推
進

　
中
核
林
業
振
興
事
業
が
、
本
年
よ

り
始
ま
り
昭
和
五
十
六
年
ま
で
続
け

ら
れ
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
総
合
施

業
団
地
内
の
植
林
や
育
林
を
重
点
的

に
育
成
し
、
そ
の
他
林
業
基
盤
整
備

を
推
進
し
て
、
優
良
先
進
林
業
地
を

つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で

す
．
こ
れ
は
県
下
で
十
日
町
市
・
中

魚
沼
郡
地
域
と
、
岩
船
郡
地
域
だ
け

に
該
当
す
る
特
別
事
業
で
す
．
左
図

の
総
合
施
業
団
地
内
で
行
わ
れ
る
山

林
作
業
に
対
し
て
、
助
成
内
容
等
が

特
別
優
遇
さ
れ
ま
す
。
山
林
所
有
者

の
方
は
、
こ
の
機
会
に
是
非
と
も
山

林
作
業
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
お
す
す

め
し
ま
す
。

　
な
お
、
総
合
施
業
団
地
以
外
で
も
類

似
し
た
助
成
が
あ
り
ま
す
の
で
詳
細

は
森
林
組
合
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

■
特
別
優
遇
助
成
措
置

－
○　

総
合
施
業
団
地
内
で
行
わ
れ
る
山

林
作
業
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
に
助

成
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

　
　
〔
助
成
条
件
〕

　
置
対
象
作
業
種
　
植
林
・
十
年
生

以
下
の
下
刈
り
・
十
五
年
生
以
下
の

雪
起
し
・
二
十
年
生
以
下
の
除
間
伐
・

一
ヵ
所
二
診
以
上
（
数
人
同
時
）
の

植
林
又
は
三
十
年
生
以
下
の
除
間
伐

に
伴
う
作
業
路
開
設
．

　
■
対
象
規
模
　
一
ヵ
所
十
彗
以
上

（
実
測
面
積
）

　
■
対
象
作
業
方
法
　
森
林
組
合
に

（10アール当り）

　
　
結醐

　
　
赫

　　区分
作業種 事業費 補助金 直接自己負担金 備　考

植
　
　
林

普通
　　　円
62，000

　　円
39，000

　　円
23，000

階段 78，000 65，000 13，000 1ヵ所30a以上

下刈り 5，900 2，100 3，800

雪起し 9，300 3，600 5，700

除間伐 4，300 2，500 1，800

総合施業団地位置図

　　β小干谷市

　　y、、＾．　　1　　；～＼

　　　　ム　1　　　△1
　／　上新田　　　　　　1

ノ（輯

　　　又
新水　　　’

　　　　　　　、

1　　一＼
　　　　　粟結叙ノ

　　　　　　21一
　　　　　り

＼r’

〆
ノ

N 凡　　例
総合施業団地

D
道　　路

一
川　・沢

△ 三角点

中条

△

叉山〆
ム

r
’
　
－
。

　
｝
～
び

新座
十日町

　
ム
　
馳

、

慧
・
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　　　　　　　o瞠
　　　　　．1ム
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　　　ノ
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匠
、
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，
）
！
～
．

　
姿
　
　
＼
：

　
　
　
〆

　
　
　
へ

　
　
＼

　
　
ハ

＼
・
ー
』

作
業
を
た
の
む
か
又
は
、
自
分
で
作

業
す
る
場
合
は
森
林
組
合
に
相
談
し

て
認
め
ら
れ
た
も
の
。

　
■
事
業
費
・
補
助
金
　
直
接
自
己

負
担
金
等
の
概
算
金
額
は
右
の
表
の

と
お
り
で
、
自
己
負
担
金
が
大
変
低

く
な
り
ま
し
た
。

■
申
し
込
み
は
森
林
組
合
に

　
該
当
者
は
五
月
末
日
ま
で
に
「
作

業
予
定
地
全
筆
の
権
利
証
」
　
「
作
業

範
囲
見
取
図
」
「
印
鑑
」
を
用
意
し
て

森
林
組
合
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
．

　
お
問
い
合
せ
は

　
　
十
日
町
森
林
組
合
（
盈
七
－
八

　
　
八
三
一
）
市
農
林
課
（
奮
七
ー

　
　
三
二
一
内
線
二
六
六
）
へ


